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研究成果の概要（和文）：南西諸島地域の基幹産業であるサトウキビ生産では，機械化が進むことでトラッシュ
の多い原料が増加し，製糖工場では搬入原料にあわせた迅速な工程管理が求められている．本研究では迅速で前
処理を必要としない成分分析手法として近赤外分光法と中赤外分光法による成分分析法を検討した．圧搾汁，シ
ラップ，白下，蜜のいずれについても，分光法による品質測定は可能であると考えられた。赤外分光法と近赤外
分光法による成分分析の測定精度は同等であり，両分光データの融合により，測定精度を改善できる可能性を示
唆した．分光法を利用することにより，原料に合わせた運転管理も可能になると考えられ，実用化と効果の実証
が必要である．

研究成果の概要（英文）：In sugar production, which is the important industry in the Nansei Arcs, 
sugar cane with a lot of trash due to mechanization, and sugar factory is required for rapid process
 control according to the cane quality. In this study, we investigated component analysis method by 
near infrared spectroscopy and mid-infrared spectroscopy as a rapid component analysis method which 
does not require pretreatment. The spectroscopic method can be possible for any of milled juice, 
syrup, massecuite, and molasses. The accuracy of component analysis by infrared spectroscopy and 
near infrared spectroscopy seems to be no different, suggesting the possibility of improving 
measurement accuracy by fusion of both spectroscopic data. The efficient optimization of process 
control in the sugar mill can be expected by the timely feedback of information obtained the 
spectroscopic measurement system.

研究分野： 農産施設工学

キーワード： 製糖　サトウキビ　近赤外分光法　赤外分光法
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 図 4 に IR スペクトルを用いた白下糖度の
検量線作成結果を示す．測定精度の指標であ
る SEP は 0.62％と良好であり，VIS-NIR 領域
の SEP（0.70%）よりも低い値を示した．糖度
とブリックスを測定できると劣化や成熟の
指標となる純糖率の算出が可能となる．今回
の結果では，IR 領域でも NIR 領域と比較して
高い測定精度を得ることができた．IR 領域は
基本音の吸収が観測される領域であり，少な
い波数での検量線が作成できる．また，１mL
程度の少量サンプルの分析に向いているこ
とから，サンプルや使用目的によって使い分
けることで前処理を必要としない迅速な分
析技術として利用できることが示唆された． 
 
以上の結果より，今回サンプリングした製

糖工程サンプルでは IR でも VIS-NIR に劣ら
ない精度で検量線を作成することができ，工
程管理に利用可能であることがわかった．さ
らに，2 つの分光領域を合わせてデータ解析
することにより，測定精度の改善を測れる可
能性が示唆された．分光法を利用することに
より，原料に合わせた運転管理も可能になる
と考えられ，実用化と効果の実証が必要であ
る． 
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